





























の使い方」には、 「チェックすべき表現、導入する可能性のある表現が列挙してあります。もちろん、それぞれの授業において、ここ 挙がっている表現をそのままの形で提示することはできないかもしれませんし、また、ここに挙がっていない表現を授業で扱うこともあ かもしれません。しかし、だいたい のよ な表現が問題になる だということを、心 留め おいてください。 」と述べられている。難 いと言われるタスク先行型ロールプレイの後のフィードバックの際に、参考にするべき のである。　
本書の構成は、まず、場面ごとに課が設けられている。

































う。ロールカードを作成するときに配慮する点としては、学習者の周辺で起こりそうな場面が設定されていること、そして、学習者がロ ルカードを読んで理解でき ように書かれていること等が考えられる。本書では、各ユニットの中に２～３のロールカードを提示する一方 、 「自分のクラスの学習者に合ったロールカードを教師が自ら作成して、教室で使用できるようになれば、授業の質はさらに高まるだろう」とも述べられている。　
本書に提示されているロールカードは、 「あとがき」か




ルプレイを行うという方法は、あまり現実的ではないように思われるのである。まず、ロールプレイということが理解されにくいと思われる。そして、たとえロールプレイの意味やロー カードの内容を理解 もらえたとしても、学習者二人がロールカードに沿って、それぞれの役を演じることは容易ではない。特に高齢の生活者を対象 して行う教室活動としては、ロールカードを用 たロールプレイは、あまり適当ではないと考え 。　
ロールプレイ等による会話の授業を行う際、学習者が話










持つ、主に、高齢者であることから、タスクとしては、例えば、教師を相手に行う【中国旅行をする人にアドバイスする】や【健康 良いことを教える】といったものや、学習者のグループ活動として スーパー の帰り道に近所の人に会い 先日のお裾分けのお礼を伝えた上で、少し立ち話を 町内会の集まり 草取り等の清掃活動をしながらおしゃべりする】 と ったものが考えられる。これらはやりとりを続けることも念頭に置いて り、 【スーパーからの帰り道に近所の人に会い、先日のお裾分けのお礼を伝える】というタスクとともに、そ 後の立ち話もできるようになることも目標にしてい 。　
こういった【おしゃべりする】というタスクから再確認





















ouncil on the Teaching of Foreign Languages
によって開発された
O
ral P
rofi
ciency Interview
のこ
とである。
注２
　
第二次世界大戦のソ連軍参戦以後、中国東北地区から居住地を追われ避難する中で、中国に残された邦人を「中国残留邦人」と呼ぶ。 「中国帰国者」とは、その後、日本に帰国した人たちのことを言う。
（みずかみ
　
ゆみ・中国帰国者支援・交流センター常勤日
本語講師）
